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Case 17-2002: A 55-Year-Old Man with Second-Degree Atrioventricular Block and Chest Pain 
（Volume 346: 1732-1738） 

 
以下にプロブレムリストを列挙する。 
 
#1 胸苦しい 
   ニトロでは改善しない胸苦しさがここ一ヶ月持続している。 
 
#2 労作時呼吸困難 
   #1とともに出現している。 
 
#3 伝導障害 
   今回発見された。心室興奮 40/minの 2度房室ブロック。 
   頚静脈波でも房室解離を示唆するキャノン A波が出ている。 
   参考までに下図は健常者の頚静脈波である。 

    
 
#4 有痛性のしこり 
   2ヶ月前に左手の指先にしこりを自覚。 

何かにさされたりかまれたりした記憶はない。 
入院時も、左第 2，3指 PIP、MCP関節がはれていた。 

 
#5 軽い肝機能障害 
   入院時、GPT68と軽い肝機能障害が見られた。 
 
#6 抗核抗体陽性 
   入院時、160倍希釈まで speckled patternが見られた。 
   参考までに 160倍希釈でも健常者の 5%が陽性となる。 
    
#7 弁逆流 
   MR、TR、ARがそれぞれわずかに見られる。 
 
#8 右心系の拡張 
   左心系は正常であった。 
 
#9 高脂血症 
   HDL30ということで低 HDL性の高脂血症が認められる。 
 
 
 
 
 

 


